
埼玉県環境整備センターの手数料等に関する条例施行規則

平成元年一月三十一日
規則第六号

改正 平成一三年　二月　二日規則第二号 平成一五年一二月二四日規則第一三
七号

  平成二〇年　八月二九日規則第七八
号

平成二七年　三月三一日規則第二八
号

  令和　二年一一月一〇日規則第七九
号

  

埼玉県環境整備センターの手数料等に関する条例施行規則をここに公布する。
埼玉県環境整備センターの手数料等に関する条例施行規則

（依頼書及び計画書の提出）
第一条　埼玉県環境整備センターの手数料等に関する条例（昭和六十三年埼玉県条例第四十八

号。以下「条例」という。）第一条の規定により産業廃棄物又は建設残土（以下「廃棄物等」
という。）の処分を依頼しようとする者は、様式第一号の廃棄物等処分依頼書を埼玉県環境整
備センターの長（以下「所長」という。）に提出しなければならない。

２　前項の依頼をしようとする者は、依頼しようとする日の一月前までに様式第二号の廃棄物等
搬入計画書を所長に提出し、その承認を受けなければならない。
（受入証の交付）

第二条　所長は、前条第一項の依頼に基づき廃棄物等の処分をしたときは、依頼者に様式第三号
の受入証を交付するものとする。
（再生資源として利用するための措置）

第三条　条例別表第二号の規則で定める措置は、廃棄物等について、製品又は原材料として利用
することができる状態にする措置であつて、再生資源としての利用に関する技術水準、需給事
情その他の事情を勘案し、知事が適当と認めるものをいう。

追加〔平成一三年規則二号〕、一部改正〔平成二七年規則二八号〕
（受入基準）

第四条　条例別表備考一の規則で定める受入基準は、別表のとおりとする。
一部改正〔平成一三年規則二号〕

附　則
この規則は、平成元年二月一日から施行する。

附　則（平成十三年二月二日規則第二号）
この規則は、平成十三年四月一日から施行する。

附　則（平成十五年十二月二十四日規則第百三十七号）
この規則は、公布の日から施行する。ただし、様式第二号（裏面）の改正規定は、中小企業総

合事業団法及び機械類信用保険法の廃止等に関する法律（平成十四年法律第百四十六号）の施行
の日〔平成一六年七月一日〕から施行する。

附　則（平成二十年八月二十九日規則第七十八号）
この規則は、公布の日から施行する。（後略）

附　則（平成二十七年三月三十一日規則第二十八号）
１　この規則は、公布の日から施行する。
２　この規則による改正前の埼玉県環境整備センターの手数料等に関する条例施行規則に定める

様式による用紙は、当分の間、所要の調整をして使用することができる。
附　則（令和二年十一月十日規則第七十九号）

１　この規則は、公布の日から施行する。
２　この規則による改正前の埼玉県環境整備センターの手数料等に関する条例施行規則に定める

様式による用紙は、当分の間、所要の調整をして使用することができる。
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別表（第四条関係）
種類 種類別受入基準 共通受入基準

燃え殻 一　熱しやく減量十パーセント以下であること。 一　浸出液が著しく濃い
色でないこと。

二　悪臭を著しく発散し
ないこと。

三　著しく飛散するおそ
れのないこと。

四　他の廃棄物を混合し
たものでないこと。

  二　火気を帯びていないこと。
  三　溶出試験結果が、金属等を含む産業廃棄物に係

る判定基準を定める省令（昭和四十八年総理府令
第五号。以下「省令」という。）に定める判定基
準を超えないこと。

鉱さい 一　火気を帯びていないこと。
  二　最大径おおむね十五センチメートル以下である

こと。
  三　溶出試験結果が、省令に定める判定基準を超え

ないこと。
廃プラスチック
類、ゴムくず、金
属くず、ガラスく
ず、コンクリート
くず（工作物の新
築、改築又は除去
に伴つて生じたも
のを除く。）及び
陶磁器くず

一　中空の状態でないこと。   

二　最大径おおむね十五センチメートル以下である
こと。

  

がれき類 一　中空の状態でないこと。   
  二　木くず等可燃物が除去されていること。   
  三　最大径おおむね十五センチメートル以下である

こと。
  

浄水場汚泥 一　有機性のものでないこと。   
二　含水率八十五パーセント以下であること。   

  三　溶出試験結果が、省令に定める判定基準を超え
ないこと。

  

全部改正〔平成一三年規則二号〕、一部改正〔平成一五年規則一三七号〕
様式第１号（第１条関係）



全部改正〔平成27年規則28号〕、一部改正〔令和２年規則79号〕
様式第２号（第１条関係）





一部改正〔平成13年規則２号・15年137号・20年78号・令和２年79号〕
様式第３号（第２条関係）



全部改正〔平成27年規則28号〕


